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「京都市明細図」の記載内容に関する一考察

赤石　直美 *・瀬戸　寿一 **・福島　幸宏 ***・矢野　桂司 ****

Ⅰ．はじめに

本稿の目的は、昭和初期に刊行された民間

地図である『京都市明細図』の記載内容に

着目し、その特徴の一部について述べるとと

もに、『京都市明細図』がどのように利用され

たのかに関して、若干の検討を加えることに

ある。

最近の街歩きブームで、近代の鉄道地図や

都市図と現在の地図とを比較したガイド

ブックなどを書店で見かけることが多い。近

代日本において、社会経済の体制や生活スタ

イルが変化するなか、多種多様な地図が民間

で作製された 1）。鳥瞰図は民間地図の代表

的なものであり、鉄道図や景勝地の地図など

もその類といえよう。民間地図の多くは、一

般生活での利用を目的としているため、より

生活に密着した内容であったり、必要な部分

のみがクローズアップされていたりする場

合がほとんどである。

ただし、そのデフォルメされた描写がゆ

え、距離や方位などの記載事項の正確さに欠

けるということもあり、民間地図はあまり研

究対象とされてこなかった。近代の様子を知

る重要な手段となってきたのは、近代的測量

や作図技術に基づいて作成された精確な地

図、すなわち地形図や地籍図といった官製地

図、地方自治体によって作成された都市計画

図や空中写真であった 2）。

そうした中で、近年の地図のデジタル化、

また地理情報システムの活用などもあって、

民間地図類の価値も認められつつあり、その

描画の解釈が進みつつある 3）。未だその作

成意図や経緯が判然としない地図も多いが、

今後、近代日本の景観や地域的特徴を知る上

で重要な資料となるであろう。

本稿で取り上げる『京都市明細図』もまた、

第二次世界大戦前から戦後直後の京都市域

の詳細を記録した民間地図の 1つである。そ

の詳細かつ多彩な描画は、当時の京都の都市

景観を知る上で有効な資料の 1つとなりえる

ものである 4）。しかし、この地図もまた、作

製の経緯、意図などの詳細は明らかになって

いない。

本稿は、『京都市明細図』の作成経緯や作

成時期を検討するために、立命館大学地理学

教室の「バーチャル京都」プロジェクトの一

環として構築された、『京都市明細図』の記
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載内容に関する GIS データベースを紹介す

るとともに、その構築過程で明らかとなった

描画の特徴を指摘していきたい。

Ⅱ．『京都市明細図』の特徴

1．『京都市明細図』の概要

『京都市明細図』は、京都府総合資料館の

解説によると、1927（昭和 2）年頃に大日本

聯合火災保険協会京都地方会が作成した図面

に、1951（昭和 26）年頃まで訂正・加筆等

が行われたものである 5）。

『京都市明細図』は、291 枚（図面 286 枚、

表紙・全体図 5 枚）で構成され、1 枚の大き

さは 38 cm × 54 cm 程度（約 A2 サイズ）で

ある（第 1 図）。ただし、索引図と突き合わ

せると 3枚の図面が欠けており、本来は合計

294 枚だったとされている。縮尺は 1,200 分

の 1であり、当時の京都市域が 294 分割され

た大縮尺の地図である。

表紙の記載から、作成は「大日本聯合火災

保険協会京都地方会」によるものであり、戦前

に都心部で作成された「火災保険特殊地図」

の類と考えられる。「火災保険特殊地図」で

あるため、『京都市明細図』には、建物の形状

や階数、一部の建物の建材、防火栓なども記

第 1図　京都市明細図全体図

（ベースは、京都市都市計画図（デジタルマップ）の道路情報）
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載されている。さらに、建物のうち、住宅に

は緑、企業や商店には赤、工場には青、社寺

には黄色といった着色が施されている。また、

建物の用途や企業名、販売品目も記載される

など、建物に関する詳細な情報が直接図面に

記載されており、戦前から戦後における京都

の都市景観を知る上でも重要な資料である。

ただし、表紙あるいは一部の図幅に「○年

改」と記載されているように、刊行されて以降、

『京都市明細図』には度々修正が加えられ、部

分的には原図に更新図が添付されている。す

なわち、『京都市明細図』の詳細な建物に関す

る情報には、刊行当時のままの部分とそうで

はない部分とがある。ところが、刊行後の加

筆がいつ誰によって行われたのか判然とし

ていない部分が多く、『京都市明細図』の詳

細な建物に関する情報がそれぞれいつの時

代のものなのかが明確となっていない。その

なかで、福島らによると、①1927（昭和 2年）

年 7 月までに作成され、その後少なくとも

1942（昭和 17）年まで部分的な更新が行われ

たこと、② 1944（昭和 19）年から 1945（昭

和 20）年に行われた建物疎開事業の参考資

料として用いられたこと、③建物への着色は、

1950（昭和 25）～ 1951（昭和 26）年までの

間に行われたことが、現在判明している 6）。

『京都市明細図』は、近代の民間地図として

様々な情報を提供してくれるものの、その解

読は容易ではない。ここでは、同時期に刊行

された民間地図と比較することで、その特徴

をみていきたい。

2．『京都市明細図』と火災保険地図

先述したように、『京都市明細図』はまず

は火災保険特殊地図として作成されたと考

えられている。そこで、まず明細図と火災保

険特殊地図とを簡単に比較してみたい。火災

保険特殊地図とは、国会図書館の解説による

と「「火災保険図」、「火災保険地図」、「火保図」

とも呼ばれ、保険料率の算定のため、昭和の

初め頃から 30 年頃まで作られた地図」7）と

ある。そのため、収録地域は火災保険が売れ

ると見込まれた市街地が主であった。

火災保険特殊地図は、1666 年のロンドン大

火を契機として 1790 年代から作成され始め、

アメリカ、カナダの他、西インド諸島の諸都

市でも作成されたという 8）。現在、その多

くがデジタル化され、インターネット上でも

公開されている 9）。一方、牛垣によると日本

の火災保険特殊地図は、1928（昭和 3）年か

ら関東地方を中心に都市製図社によって作製

されたという 10）。関西地方での火災保険図の

作成は遅かったとされるが、『京都市明細図』

は 1927（昭和 2）年以前には刊行されている

ことから、現在のところ日本で最も古い火災

保険特殊地図の類と考えられる。そして、他

の火災保険特殊地図の多くが都市製図社によ

るものであるのに対し、『京都市明細図』は「大

日本聯合火災保険協会京都地方会」によって

作成・刊行されている。戦後の 1954（昭和

29）年のものであるが、都市製図社から発行

された京都市中心部の火災保険特殊地図 11）

と『京都市明細図』とを比較すると、その描

画内容は大きく異なっている（第2図 a と b）。

例えば、『京都市明細図』にも建物の建材に関

する記載があるものの、火災保険特殊地図の

凡例の方がより多くの情報を有している（第

3 図 a と b）。また、明細図には「防火栓」の

記載があることを述べたが、都市製図社のも

のは「消火栓」と記されている 12）。

以上のように、『京都市明細図』は、国内

の他の製図会社による火災保険特殊地図とは

異なる描画様式が採られている。
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3．職業別明細図との比較

前述のように、『京都市明細図』の特徴と

して、商店や企業などには赤、住宅には緑、

工場などには青、社寺には黄色、学校や公的

施設にはオレンジといった着色が施されて

いること、そして商店では販売品目、企業名、

業種なども直接加筆されており、現在の住宅

地図のような内容となっていることを指摘

第 2図　『京都市明細図』と都市製図社の火災保険特殊地図

a．都市製図社による 1954 年発行の火災保険特殊地図、b．京都市明細図

（a と b はほぼ同じ範域を示している）
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できる。

同じ近代期、住宅地図の前身といえる地図

も民間で作成された。それは全国を共通して

ほぼ同一の基準で作成された「職業別明細図」

というものである。これは、1917（大正6）年

より木谷佐一（木谷の死後は西村善汎）が「大

日本職業別明細図」として刊行を開始し、昭

和初期までにほぼ全国の市町村を網羅したと

いう 13）。戦後、その名称は「日本商工職業別

明細図」と変更され、先の体裁を継承して東

京交通社から 1948（昭和 23）年頃より刊行

された。職業別明細図は、およそ数千分の 1

の縮尺であり、企業名や業種が記載され、3、

4 色の彩色を用いて表現されている。この職

業別明細図も、官製の地図ではないため図種

が多様であることもあって、残存状況やその

全容はあまりわかっていない。

職業明細図は、柏書房より 1987（昭和 62）

年に出された復刻版でいくつか見ることが

でき、そのなかに 1935（昭和 10）年に発行

第 3図　『京都市明細図』と都市製図社の火災保険特殊地図の凡例

a．都市製図社による火災保険特殊地図、b．京都市明細図
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された京都市の『大日本職業別明細図』を確

認するとことができる。そこには、京都市の

中心部における建物用途や土地利用が記載

されている（第 4図）。しかし、『京都市明細

図』と比較すると、明らかに体裁は異なる。

地図の範囲をみると、『京都市明細図』が当

時の京都市域を範域としているのに対し、職

業別明細図は京都市域より広い範囲をカバー

している。ただし、職業別明細図の西大路以

西の部分は、近世の絵図類と同様に歪んでお

り、測量の正確さでは『京都市明細図』より

劣っている。そして、職業別明細図では、建

物といってもその全てが描画されているわ

けではなく、ごく一部の企業や施設等に限ら

れている 14）。『京都市明細図』は、その描画

内容から職業別明細図としての役割を果たし

た可能性があるが、測量技術や情報量の面か

らみて、他の職業別明細図よりかなり詳しい

内容となっている。

以上、『京都市明細図』の特徴を理解する

ため、描画内容の類似する同時期の民間地図

と比較した。『京都市明細図』は、「大日本聯

合火災保険協会京都地方会」による作製とい

うことで刊行時には火災保特殊険図であっ

第 4図　『大日本職業別明細図（京都市）』の四条烏丸周辺

（地図資料編纂会編『昭和前期日本商工地図集成』、柏書房、1987 より）



79

「京都市明細図」の記載内容に関する一考察

たと考えられるものの、他の火災保険特殊地

図とは製作者をはじめ凡例も異なるもので

あった。また、明細図という名称と後の加筆

内容から、職業別明細図とも比較したが、描

画方法、情報量ともに違いが多かった。

そして、こうした類似する地図類との比較

から、改めて『京都市明細図』の特徴として

気づくことは、刊行後から戦後にかけて、原

画の上に建物に関わる様々な情報が加筆さ

れたということである。その結果、一枚の地

図が、火災保険特殊地図から職業別明細図あ

るいは住宅地図としての性格を備えた地図

に変貌を遂げている。比較の対象とした民間

地図類の場合、原本が一般社会で利用された

場合がほとんどであろう。それに対して『京

都市明細図』は、火災保険特殊地図として作

成されたものの、戦時中の建物疎開の実施に

活用されたと推定されているように、行政側

に利用された地図とみなすことができる。そ

れが他の地図と最も異なる点である。

ただし、『京都市明細図』には多くの情報

が加筆されているものの、加筆に関する文書

などが確認できておらず、誰がいつ加筆した

のかという根本的な疑問点は払しょくされ

ていない。建物のライン、色、具体的な用途、

それらがいつ記されたのか、またそれらがど

の程度正確なのかといった点について、それ

ぞれ検証を要する地図と言えよう。

『京都市明細図』の描画内容を読み解き、

その作成経緯を解明するために、包括的かつ

効果的に分析する必要がある。そのために本

研究では明細図の GIS データベースを構築

した。

Ⅲ． 京都市明細図の GIS データベース

構築

本稿で取り上げる明細図のデータベース

化は ESRI 社の GIS ソフト、ArcGIS を用いて、

次のような過程で行った。

1．スキャニング

1 枚の大きさが約 A2 サイズの『京都市明

細図』をスキャニングするために、A2 サイ

ズに対応する大型のスキャナを用いた。解

像度は 500 dpi、1枚当りの画像の大きさは約

300 MB であり、全ての画像の容量は 90 GB

に及んだ。それらの画像は、京都府立総合資

料館のインターネットサイトで閲覧するこ

とが可能である（http://www.geo.lt.ritsumei.

ac.jp/meisaizu/meisaizu.html）。

2．幾何補正

デジタル画像となった明細図を、GIS ソフ

ト ESRI 社の ArcMap10 を用いて 1 枚 1 枚幾

何補正した。その結果、明細図に正確な地位

情報が与えられ、GIS 上で過去と現在の京都

の景観を比較できるようになった。次に幾何

補正した明細図の余白を GIS 上で切り取り、

それら 288 枚の地図を接合させ、1 枚の図面

として表示できるようにした。その結果、明

細図の範囲は、1918（大正7）年の合併後の市

域であることがよく理解された（第1図参照）。

3．建物情報に関するベクタデータの作成

記載された建物の情報は、建物の形状、地

番、建物の階数、大まかな用途を示す彩色、

詳細な建物用途を記した文字である。これら

の情報について GIS 上でデータベースを構

築した。ただし、先に述べた様に、それら個々

の情報は原図の上に新しい情報を加筆して

いるため錯そうしている。よって、発行当時

の記載と、加筆部分とを区分しながらデータ
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ベースを構築していく必要がある。

そこで、建物形状は polygon で、色や用途、

地番、階数については point で、1 枚の画像

に記載された複数の情報に対応するそれぞ

れのベクタデータを作成することとした。そ

れは、多くの情報を有する 1枚の画像につい

て、GIS 上で 1 つ 1 つ情報を剥ぎ取り、時代

の層を分けていくような感覚を伴う作業で

ある。データベース構築の重要な意義は、元

の図面を傷つけることなく分析できる点に

もある。このようにして、『京都市明細図』

の GIS データベースが構築された。

Ⅳ．建物の形状と建物の用途

1．建物の形状

単純に建物の外形をトレースすることで

作成された polygon の数を述べると、164,321

を数えることができた。しかし、それをその

まま当時の建物数と捉えることはできないた

め、戦前から戦後にかけて約 164,000 戸の建

物があったと述べるにとどめておきたい。

polygon の形状をみると、都心部と郊外で

の建物の違いを読み取ることができる。都心

部ではいわゆる「うなぎの寝床」型の長方形

の polygon が多数見受けられる。この長方形

の形状がどこまで実際の形状に近いのかを

検証するために、明細図が発行された頃と同

第 5図　『京都市明細図』と昭和 2年宮中写真

（昭和 2年京都市句中写真（京都大学図書館蔵）より）
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じ 1927（昭和 2）年に、京都市において撮影

されたと考えられている空中写真 15）と比較

した。明細図によると、四条烏丸付近には「う

なぎの寝床状」の町家が建ち並んでいる様子

がわかる（第 5図）。この形状と空中写真と

を重ね合わせると、写真の解像度の問題もあ

り、両者の関係を認めるのは難しい。ただし、

図の中にある当時の生祥尋常小学校の建物と

polygon とがほぼ一致しているように、町家

以外の規模の大きい建物と polygon との一致

はいくつか確認できた。一方、南禅寺付近の

邸宅街をみると、それぞれの建物は町家とは

違い、その形状を上から見て描いた如く細か

く描かれている（第 6図）。また、邸宅の敷

地には池や散策路も描画され、庭の様子まで

確認することができる。郊外の個別住宅の場

合も、町家とは明らかに違う形状の建物が建

ち並んでいる状況を読み取ることができる

（第 7図）。すでに建築史の分野において、明

細図に描かれたこれらの建物の分類が行われ、

例えば下鴨地域での京都市中の町家景観とは

異なる新たな家並の形成が言及されている16）。

図 5 ～ 7 で明らかにしたように、Polygon

の形状から、都心部の町家と郊外の町家、さ

らに郊外の新興住宅地における建物の形状

の違いが判然とする。そして、建物の形状か

ら当時の京都市の景観の違いを推測するこ

とができよう。ただし、その場合、当該の地

図が作成された当時、詳細な空中写真が手に

入らない状況のなかで、どのようにして上空

からみた建物の形状を記すことができたのか

という疑問が残る。全くの憶測で建物を描画

したとも考えにくいが、その手法については

今のところわかっていない。

2．建物の着色と文字情報

建物（あるいは敷地）への着色から建物用

第 6図　『京都市明細図』に描かれた南禅寺付近の邸宅街
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途の違いを知ることができる。戦後すぐの京

都は、全体的に「緑＝一般住宅」で占められ

るなか、都心部、あるいは一部の通り沿いで

「赤色＝企業・商店など」がみられる（第 8図）。

建物に記された文字情報によれば、都心部の

赤色は企業と商店となっている一方、周囲の

通り沿いの赤色は商店街を指示していると解

される。

一方、「青色＝工場」は、京都市の西南部

に見られる。西南部の青色は友禅染の工場で

ある場合が多く、かつては堀川沿いにも友禅

染の工場が分布していたであろうが、戦後す

ぐの頃ではすでに堀川周辺に工場はなく、西

南部へと移動していたようである。東山付近

に散見される青色は、山科の清水焼団地へ移

転する前の京焼の陶磁器工場を示している。

さらに、西陣を中心に「濃い緑色」が広がっ

ている。明細図の記載情報によると、「濃い

緑色」で着色された建物には「織」と書かれ

ており、出機を示しているといえよう 17）。そ

の他、個別の企業例を挙げると、千本七条付

近の第一工業製薬所は、1926（大正 15・昭和

元）年にその地に移転していることから、こ

れは『京都市明細図』刊行時の情報が反映さ

れたものと考えられる 18）。一方、西大路三条

付近にある島津製作所は、1940（昭和 15）年

第 7図　『京都市明細図』に描かれた下鴨周辺の住宅地

注：黒の太いラインが polygon を示す
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に工場と事務所をその場所に竣工しているこ

とから、同製作所の記載は1940年以降の加筆

によるものと考えられる 19）。このように、戦

後直後の京都における近代産業の分布状況も

『京都市明細図』から把握することができる。

さて、もう 1つの特徴的な色は紫色の分布

がある。この「遊郭」を示す紫色の情報に着

目し、加藤ほかが興味深い議論をしている20）。

そこでは、遊郭の数に関するいくつかの資料

と、紫色の建物の数、また「遊郭」「貸席」「席

貸し」などの表記とを突き合わせることに

よって、明細図の着色と加筆内容の真偽を問

うている。その結果から、資料に記録された

軒数と紫色の建物の数とがほぼ一致する場

第 8図　『京都市明細図』における赤・濃緑・青の分布

注：緑：一般住宅、濃緑：織職、赤：商店・企業など、青：工場など
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合と、かなり誤差がある場合とが指摘されて

いる。これは、『京都市明細図』の加筆者の

立場、知識の有無などを推測した重要な見解

といえよう。そして、『京都市明細図』の着

色の意味については、他の正確な資料との照

合に基づく地道な分析作業により、解読して

いく必要があることを加藤ほかは指摘して

いる。

Ⅴ． 京都市明細図に刻まれた区画変更の

履歴

前章において、建物の形状と建物への着色

の特徴について検討を加えたが、建物と色

に関するベクタデータの作成作業において、

『京都市明細図』の描画方法そのものに多く

の違いがあることに気づかされた。その 1つ

が、原図への区画、道路、あるいは河川改修

の加筆である。

『京都市明細図』は刊行時の原図に、戦後

の1951年頃まで書き込みが施されている。ま

た、先述したように、大規模に市街化された

地域では、上から新たに更新図が貼附されて

いる。そのため、これらの貼附された図面で

は、原図に何が描かれていたのか、添付を剥

がさなければわからない。そこで、資料を傷

第 9図　赤外線撮影を行った図郭

注：グレーで着色した図郭



85

「京都市明細図」の記載内容に関する一考察

つけずにその情報を得るため、2011 年 8 月

に当該図幅の赤外線撮影を行った 21）。紙が

貼附された地図は 154 枚で（第 9 図）、昭和

初期から戦後にかけて、市街地が急速に進め

られた地域を中心に 1927 年の様子を知るこ

とができた。

第 10 図　NW69 における天神川の流路変更

第 11 図　NW69 における実線と点線による区画、土地割の描画
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そして、GIS データベース構築のため建物

ラインをトレースする過程において、更新図

の中に、実線と点線で道路や土地割、また河

川改修の状況が描かれている図郭があること

を確認できた（第 10 図・第 11 図）。推論す

ると、それらは現在につながる新しい区画を

実線で、以前の状況を点線で表記すること

で、更新図に開発の前後を明示するための措

置であったのではなかろうか。例えば、現在

の京都市中京区の西大路通と太子道通の交差

点付近から、西大路通と御池通の交差点付近

にかけての地域にその事例を見出すことが

できる。すなわち図郭番号 NW65、NW66、

NW69 付近では、碁盤目状の整然とした道路

が実線で描かれている一方、改修前と後の天

神川の流路が描かれている。NW69 では、旧

流路に沿う区画が点線で描かれ、新しい碁盤

目状の区画は実線で描かれている。そして、

第 12 図　御土居の描画（NW66）

a．更新図、b．赤外線撮影による画像
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その新しい区画の上に改修後の天神川が描

かれている。また、この図への着色は、点線

の旧区画や天神川の旧流路、さらに実線の新

しい区画を無視し、改修後の天神川に沿って

施されている。天神川の旧流路の上に着色さ

れた建物が描かれている部分もみられる。

よって、NW69 は原図の上に更新図が貼られ

ているが、その更新図には改修前の天神川の

流路とそれに沿う点線の区画、区画整理後の

新しい実線の区画、改修後の天神川の流路、

そして着色による戦後の建物と、複数の年代

の情報が一枚に収められている可能性がある。

一方、その南側の NW66 にも更新図が添付

され、その更新図には旧天神川の流路、点線

と実線による区画が記されているが、この

NW66 には現在も史跡として指定されている

御土居の一部が描かれていることに注目した

い 22）。NW66 に描かれた御土居の南北をよく

見ると、それに続くような 2本のラインを読

み取ることができる（第 12 図 a）。そこで、

赤外線によって撮影された NW66 の画像をみ

ると、原図、すなわち昭和初期の段階では、

その 2本のラインがある付近に御土居の描画

があることを読み取ることができた（第 12

図 a、b）。仮製図と比較しても、御土居に続

く 2本のラインは御土居の跡を示しているこ

とを確認できた。すなわち、この NW66 の

図郭では、御土居が描かれた原図に、御土居

のない更新図が貼付されているが、貼付され

た更新図には御土居の跡がきちんと描画さ

れている。さらに、御土居の跡を示す 2本の

ラインに沿う点線の区画、御土居を開発した

後の実線の区画、着色による建物の分布が

NW66 には描かれていた。

以上のような、点線と実線による区画の描

画や旧流路と新流路の描画、御土居の跡など、

図郭毎に加筆年の確認を要する事項が多々

あることが、データベース構築に伴い判明し

てきた。『京都市明細図』では、全体的に建

物の着色の有無から、道路の拡幅の様子や土

地利用の変化を確認できる。特に、市の中心

部では建物疎開の状況から主要な通りの拡

幅過程を知ることができる。一方、周辺地域

では、建物の着色の有無のほか、更新図と赤

外線撮影による画像、点線や実線の描画状況

にも着目することで、都市計画や市街地の拡

大過程を検討できる可能性がある。

当初、火災保険特殊地図として刊行された

ものの、それ以降京都市の都市計画図の遂行

において、そして職業別明細図や住宅地図の

機能の付加といった多様な形で、『京都市明細

図』は重要な役割を果たしたと推察される。

Ⅵ．おわりに

以上、本稿では 1927（昭和 2）年頃に作成

された『京都市明細図』について、同時期に

発行された類似の民間地図との比較を試み

るとともに、GIS データベースの構築からそ

の描画内容を検討した。その結果は下記の通

りである。

①『京都市明細図』の描画方法は、同時期

に刊行された類似の火災保険特殊地図や職

業別明細図と比較すると、凡例や記載方法な

どが異なっており、同類であっても別の意図

や立場で作成されたものと推測される。

②描画された建物形状の違いや着色の分

布から、昭和初期の京都市における都市部と

周辺部との都市景観の違いを推察できる。

③図郭には、着色の有無や原図への更新図

の添付以外にも、改修前後の河川、実線と点

線による道路や区画の描画があり、かなり複
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数の時期の情報が一枚に描かれている可能性

がある。

以上から、『京都市明細図』は、火災保険

特殊地図として刊行されたものの、建物やそ

の用途に関する情報とともに、河川の改修や

道路の拡張、それに伴う区画整理と思われる

情報も有する資料であることがわかってき

た。このことから『京都市明細図』が都市計

画を遂行していくための下書きのような役

割も果たしていた可能性がある。すなわち、

『京都市明細図』には、火災保険特殊地図→

都市計画の下書き→職業別明細図あるいは

住宅地図という活用の経緯があったのでは

と推測されるのである。

この推測を検証し、『京都市明細図』の作

成経緯やその役割を理解するためには、明細

図の全体から捉え分析するだけではなく、加

藤ほか 23）が指摘しているように、建物の形

状や建物への着色、建物用途に関する文字情

報を個別に分析することも必要であろう。『京

都市明細図』の GIS データベースは、地図に

描かれた膨大な情報を有効に処理するための

手段として構築された。その一方で、様々な

時期の地図と容易に比較できることは、本稿

の第Ⅴ章に記したような、『京都市明細図』

の図郭ごとのミクロな描画を分析する際にも

有益な手段であると考えられる。また、それ

らの詳細な描画に関する情報を収集するため

には、隣接する諸分野との連携も必要不可欠

である 24）。

最後に、様々な情報を有しながら未だ解明

できない部分の多い『京都市明細図』である

が、過去の京都を知る人にはいつも、その頃

の京都を想起させる非常に有益な資料となっ

ている 25）。それは、『京都市明細図』には官

製地図には描かれない、近代末期から戦後に

おける京都の日常の景観が記されているため

と思われる。

〔付記〕本稿を脱稿した後の 2014 年 9 月中

旬に、京都市南区東九条の長谷川家において、

加筆や更新図の添付のない『京都市明細図』

が発見された。これは、『京都市明細図』の

原本である可能性があり、今後、本稿にて紹

介した明細図の描画と比較することで、加筆

前後の景観の違いをより詳しく明らかにして

いきたい。

なお、赤外線撮影に関しては、日本電信電

話（株）コミュニケーション科学基礎研究所

の土田　勝氏の協力を得た、記して感謝いた

します。
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